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スタート起点には、歩く 、走るのコースの注意

が書かれたプログラム標示板が建てられ、わか'）

やすくなっています。

太平洋を一眺できる健康マラソンコースで、運

動不足の解消はいかがですか？

コースには、車の乗り入れはできません。注意

してください。

歩いたり、走ったりの5段階に分けられた健康マ

ラソンコースが､高萩海岸の提|坊上にできました。

このコースは、県が設置したもので、高萩中学

校の東側海岸提|坊の路面にスタート ・ゴールの標

示がしてあ') 、北へ｢h]かって関根川河口を折り返

えしとするコースか標示され、往復1 ．9キロメー

トルのコースとなっています。

運
動
不
足
の
解
消
に
一
役

・可”壽畔叩詑一叫肥叩識

あ

岸
た
も
いに

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

為
一
藻 高萩市市民憲章

“ Ⅲム Ⅱ ⅡⅡⅡⅡⅡ Ⅱm

人口の動き

1月1日現在

人 口 32， 532

男 15 ， 987

女 16， 545

世 帯 9， 492
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自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

１
１ 前月比

（＋24）

(+20)

（＋4）

(+10)

１

１

三

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 . 1152です。
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ゞ

税
務
課
で
は

毎
日
受
け
付
け
．
：
…
○

市
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告
指
導

や
、
受
け
付
け
を
二
月
十
九
日
か
ら
別

表
の
日
ど
り
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六

日
ま
で
、
市
役
所
税
務
課
で
毎
日
受
け
付

け
い
た
し
ま
す
。
（
土
曜
日
の
午
後
、

日
曜
日
は
、
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
三
月
十
五
日
（
日
）
は
平
常
ど

お
り
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。
）

《
切
砺
１
儲
八
鮮
崎
勒
隙
入
岱
ｖ
も
げ
ふ
吾
咋
町
夕
Ｙ
＃
ｒ
２
ｆ
ム
ダ
Ｙ
３
Ｅ
酬
鷺
Ｊ
評

》
今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
時
期
》

》
と
な
り
ま
し
た
・
申
告
の
期
間
は
苓

垂

》
’
一
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
一

一
で
毒
酎
岼
申
告
し
て
納
得
い
く
税
》

一
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
《蓋

》
だ
さ
い
・

《
ｆ
鋤
…
…
傷
…
ｒ
…
…
…
…
…
八
！
…
…
緋
』

易申
告
の

必
要
な
人
は
…
…
○

今
年
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内
に

… ２月
陥
日
か
ら

民
税
の
申

珍
移
”
"
"

多
彩
多
謬
移
″

"
”

諺

申
告
書
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
り

扶
養
親
峡
穐
な
ど
必
要
な
こ
と
か
ら
を
と日

吉
い
て
く
だ
さ
い
・

のけ

持
っ
て
く
る
寸１け

必
要
な
も
の
は
・
．
…
・
○
受と

申
告
を
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の
は
、
導こ日

次
の
と
お
り
で
、
か
な
ら
ず
持
参
し
て
刃０

く
だ
さ
い
・

生
巨

○
印
か
ん

申

○
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
、
耆

類
（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

居
住
し
て
い
た
人
で
、
営
業
、
農
業
、

そ
の
他
の
事
業
、
株
の
配
当
、
不
動
産
、

帷
収
入
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た

人
で
す
。

給
与
所
得
の
み
の
人
は
、
原
則
と
し

て
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤

務
先
で
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
を

提
川
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
申

倍
を
し
て
く
だ
さ
い
。

出
張
の
受
け
付
け
は
２
月
的
日
か
ら
為

生申
告
の

記
入
の
し
か
た
は

口
●
●
●
●
●
●

口
忘
れ
な
い
で
／

ー

○

別表）

○
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税

国
氏
年
金
の
領
収
証
害
ま
た
は
納

税
証
明
書

○
医
療
黄
を
支
払
っ
た
領
収
耆

○
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
の
証
書
お

よ
び
領
収
書

な
ど
で
す
。

と き

|兵前lOIIf～
午後3時まて

と き

|兵前lOlIf～
午後3時まて

と

上君田集会11

若栗公民館

赤浜出

日 と り

2H19日附
|､､君田老ﾉ、

クラブ会館
~ 五

大能生活改善
センター

隙｜ 都市セ

下組公民館

楢川 |､学椴

中戸I |公民館
2月20日闇I ノノ

々ー
／

| ~|く公民館調口公民館

北組公民館

秋’2月23日(月） 〃

秋山中公民館1,手綱公民館

高戸公民館

2月24日(k)

2月25日㈹

2月26日附

珍

山手公民館南組公民館
…

〃

申
告
書
用
紙
は
、
日
ど
り
な
ど
に
合

わ
せ
て
順
次
み
な
さ
ん
の
地
域
別
ご
と

に
税
務
課
か
ら
直
接
郵
送
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
（
所
得
税
）
を
し
た
方
は

市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
（
確
定
申
告
も
含
む
）
の

申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
個
人
事
業
税
の

申
告
は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
〃
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
（
電
話
ｅ
二
一
三
内
線
一
二

一
～
一
二
五
）
へ
ど
う
ぞ
。

島名公民館石滝公民館行人塚集会所

艤雌蕊, 衞明町集奮闘駒木原篤会所

行人塚巣会所石滝公民館

申
告
の
用
紙
は

直
接
あ
な
た
に
郵
送

2月27日俗 〃

2月16日～

3月16日迄

〃日 （1二曜

日め午後、

日H1M4Hは除午前8時30分～
午後5時まで 高 萩 市 役 所〈 ）

ただし、 3

月15日旧)は

平常とゞおり

受付いたし
幸圭

エヲ 。

〕

）

務 課脱

｜
年
間
の

○
税
金
と
年
金
の
納
期

12 月 10 月2 月 1 月 11 月 2 且」 湘
一
細
瀝
霊
恥
辮

市
県
民
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

市
県
民
税

国
民
年
金

～一

国都固 国都固
一
固
定
資
産
税

一
都
市
計
画
税

走
資
市
計
民
↑

定
資
産

市
計
画

民
年産

税
画
税
干
金 金税税

（
４
期

（
３
叩
塑

（
３
期
）

４
胡

2

期
一五

ｏ
期
） 2期）

L
勺ノT

J／上 2／1 12／25 11／30 10／31 9／30

(2)

月
市
県
民
税
（
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

８
（
本
算
賦
課
）

8/31 7/31 ‘/3， ｜ ‘/‘ 4/30
納
期
限月/白

6 月

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

（
暫
定
賦
課
）

市
県
民
税

国
民
年
金

丁了 ｜ 了筌
期期
一′ 、一

5 月 4 月

市
税
お
よ
び
年
金

1期’ ’

妙医
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4蒜

Ｊ
何
、
ｆ
、
ｊ
か
＄
ｔ
ｊ
Ｆ
、
ｔ
Ｊ
ｎ
、
Ｉ
Ｊ
Ｐ
、
ｔ
Ｊ
毎
、
９
、
叩
か
も
ｔ
Ｊ
砂
も
り
、
Ｍ
ｐ
１
１
Ｊ
ｎ
、
。
、
Ｊ
御
、
ｔ
Ｊ
ｎ
１
？
、
Ｊ
ｎ
６
今
、
噸
向
、
今
、
：
、
ザ
、
亜
Ｐ
、
。
、
Ｊ
ｒ
１
Ｌ
Ｊ
Ｐ
１
ｔ
Ｊ
Ｆ
、
ｔ
Ｊ
猫
、
や
、
船
り
く
儲
、
１
Ｊ
抑
、
◆
、
Ｊ
掴
、
ｔ
Ｊ
Ｆ
Ｖ
ｆ
、
認
、
９
３
伊
、
◆
、
月
、
ｆ
、
秒
毎
、
◆
、

圃得 が一にそなえ ○○○○

豆1

申
告
は
お
早
め
に

しましょう族そろって加

2月から県民交通災害共済受け付け

の
間
に
、
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告

害
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま

で
の
間
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
期
限
間
近
に

な
り
ま
す
と
申
告
相
談
会
場
は
大
変
混

雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
い
時
間
侍
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
申
告
は
で

き
る
か
ぎ
り
お
早
く
済
ま
せ
る
よ
う
に

’
し
一
Ｌ
ノ
、
お
）
蚤
」
八
０

み
な
さ
ん
は
、
Ⅲ
分
や
家
族
が
交
迪

事
故
に
あ
う
こ
と
を
「
ま
さ
か
…
…
」

と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
交
通
事
故
は
一
瞬
の

間
に
起
こ
り
ま
す
。

事
放
に
あ
っ
た
人
や
家
族
の
誰
も
が

訴
え
て
い
る
こ
と
は
、
損
害
賠
償
の
話

し
合
い
が
長
び
い
て
、
病
院
代
や
当
面
民
交
通
災
害
共
済
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

の
生
活
費
に
困
る
こ
と
で
す
。
す
。
お
と
な
一
人
年
間
六
百
円
、
子
ど

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
も
（
中
学
生
以
下
）
三
百
円
を
払
い
こ

に
、
歩
行
者
も
逆
転
者
も
交
通
マ
ナ
ー
ん
で
お
き
ま
す
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き

を
守
っ
て
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
に
、
最
高
百
万
円
ま
で
の
見
舞
金
（
表
）

う
注
意
し
あ
う
こ
と
が
第
一
で
す
が
、
を
、
ご
く
簡
単
な
手
続
き
で
す
ぐ
受
け

万
か
一
に
備
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
な
と
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
で
す
。

事
故
の
痛
ま
し
さ
は
お
金
で
似
え
る
一
団
体
で
加
入
す
る
と

、
一

鈴
神
一
ぼ
碓
賎
訓
唯
注
趣
挿
ぽ
錐
鄙
奄
峠
一
謙
１

℃
七
℃
伽
円
の
報
鎮
途
価
一

ｉ
１
１
；
１
１
申
告
書
は
自
分
で
書
き
ま
し
ょ
う
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｊ

お
と
な
鋤
円
子
ど
も
釧
円

で
見
舞
金
は
最
高
Ⅷ
万
円

ー'

ま
た
、
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
一

い
る
場
合
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
一

告
書
は
、
二
月
十
五
日
以
前
で
も
提
出
一

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
か
ら
、
な
る
ベ
ー

く
早
め
に
申
告
し
て
還
付
を
受
け
て
く
一

だ
さ
い
。

な
お
、
還
付
金
は
、
最
寄
り
の
郵
便
一

局
で
受
取
る
か
、
ま
た
は
銀
行
口
座
へ
一

振
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
申
告
一

書
に
受
取
る
場
所
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
一

（
日
立
税
務
署
）
一

事故にあった場合の見舞金(表）

兇舞金額

100万円

25万円

等級

1

等級

1

災害区分

死 亡

}台療実日数
181日以上
〃

151日以上
〃

121日以上
〃

91日以 上
〃

61日以上
〃

41日以上
ノノ

21日以上
〃

8日以上
〃

3日以上

22

18万円
３
４
５
６

３

4 15万円

10万円

8万円一一一一一

6万円
言
」
の
災
害
共
済
に

加
入
す
る
に
は

呂
ロ
ヴ
“
：
０
，
．
．
里
。
，
．
ｑ
，
。
．
ｂ
，
ｂ
‐
Ｌ
０
ト
ト
ｂ
Ｄ
ｂ
Ｐ
ｈ
‐
旧
Ｆ
Ｌ
シ
Ｐ
』
Ｆ
ロ
“
Ｐ
〃
◇
苫
。
Ｐ
“
。
。
ロ
ム
。
ワ
ー
、
ロ
．
ロ
▼
、
。
．
“
．
‐
，
，
；
や
…
，
，
Ｄ
Ｐ
Ｐ
，
ト
ト
Ｕ
Ｄ
Ｐ
ｒ
Ｆ
ト
ロ
Ｆ
ロ
．
。
：
ロ
一

こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、
一
年
ご
と

の
更
新
で
す
か
ら
、
今
加
入
し
て
い
る

方
は
、
三
月
三
十
一
日
で
期
限
が
き
れ

ま
す
。五
十
六
年
度
分
（
四
月
一
日
か
ら
一

年
間
）
の
受
け
付
け
は
、
二
月
二
日
か

ら
市
役
所
市
民
相
談
室
窓
口
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。
加
入
申
込
書
に
現
金
を
添

え
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方
は
、
住
民
登
録
が
さ

れ
て
い
る
方
で
、
外
国
人
（
登
録
し
て

あ
れ
ば
）
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

県
民
交
通
災
害
共
済
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
相
談
室
（
電
話
ｅ

二
一
二
内
線
二
一
九
）
へ
ど
う
ぞ
。

７

加
入
し
て
い
な
い
方
や
、
常
会
、
子

ど
も
会
、
団
体
、
事
業
所
な
ど
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
団
体
で
加
入
し
ま
す
と
、

加
入
推
進
協
力
者
報
償
金
と
し
て
、
加

入
者
一
人
に
つ
き
、
二
十
円
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

4万 聖８
’
９

ー
2万円

1万円10

牙1本陣吉菅

1級・ 2級該当
30万円身|蹄

澱F1勤車安全運転センター所長の発行する

1'i,'it証明が必要ですので、事故の場合は

かならず警察署に1, | |けてください。

※躯放証明か．ない事故は、 9等級（2万円）
士－7匂､一〆､寺
手皇L フ･

雨需享市政モニターを募集
三譲圭｣志望側

Ｌ
』

一
一

一

一

一
肩

ﾄ

蘇雨|順と言二

卜の回答・連絡会議の出席市では、 56年度の市政モニターを募集します。

募集の内容は次のとおりです。

○資格市内に居住していて公職をもたない人で、

市政モニター未経験者に限る。

。募集の人員 20名

○任期56年4月1日から57年3月31日まで､の1

年間。

。モニターの活動内容市政に対する意見･要望．

情報の提#」

など｡

ア、／今

’

○応募の方法はかきに住所・氏名・年齢・職業

を記入して郵送のこと。電話でも結構です。

○応募の締め切り 3月20日まで

○申し込み先高萩市本町1 100 高萩11j役所

市長公室広報広聰係（電話③2111内線219または

235）へどうぞ。

I
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々、

一
、
一
月
《
圭
吉
向
ノ
、

明
る
い
窓
の

大
き
な
夢
の

二
山
に
は
白
い
雲
が
わ
き

か
か
や

野
に
は
緑
が
輝
い
て

光
あ
ふ
れ
る
こ
の
丘
に

さ
と
く
豊
か
に
わ
が
友
と

進
も
う
ぼ
く
ら
進
も
管
７
わ
た
－

君
田
小
学
校

｝

た

ち

一
、
杉
の
木
立
の

大
北
川
は

き
蛍
」
よ
、
７

桔
梗
の
花
の

心
や
さ
し
く

伸
び
よ
う
ほ
く
ら

君
田
小

力
を
あ
わ
せ

字
ぼ
う
ぼ
く
ら

ｊ
君
田
小
の

君
田
小

影
う
つ
す

水
滴
く

し
、
匂
昌
足
詮
弓

紫
に

す
こ健
や
か
に

伸
び
よ
う
わ
た
し

学
校

は

日
に
映
え
る

ま
な
び
や

学
舎
に

・
わ輪
を
つ
な
ぎ

た
く
ま
し
く

学
ぼ
う
わ
た
し

字
校

校
歌
獣

一

作
詞
者
田
山
力
松
さ
ん

作
詞
・
作
曲

二
人
の
横
顔

_ぼく I
校歌を作詞し

た田山さん ’

ヨ

ー

」
’

日
立
市
立
滑
川
小
学
校
教
頭

短
歌
作
風
同
人

歌
集
は
く
ぼ
く

ダ
ム
の
あ
る
里

雲
よ
さ
よ
う
な
ら
発
行

主
な
作
品
多
賀
町
子
ど
も
会
の
歌

豊
浦
幼
稚
園
歌

中
郷
幼
稚
園
歌

作
詞
者
の
こ
と
ば
立
派
な
校
舎
と
忠

ま
れ
た
美
し
い
自
然
の
中
で
、
大
き

な
夢
を
見
、
す
く
す
く
と
育
ち
ゆ
く

応
募
者
は
９
名

作
品
は
肥
点

昨
年
四
月
統
合
校
と
し
て
開
校
し
た

君
田
小
学
校
の
校
歌
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
校
歌
は
、
上
君
田
小
と
下
君
田

小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
六
月
に
一
般
か

君
田
小
の
子
ど
も
達
の
幸
せ
を
願
っ

て
歌
詞
を
つ
く
り
ま
し
た
。

作
曲
者
額
賀
松
吉
さ
ん

日
立
市
立
久
慈
・
南
高
野
幼
帷
刷
長

茨
城
県
吹
奏
楽
連
盟
副
理
事
長

蕊
一

蕊
鐘

癖

!.

鍵
鐸
議
灘
議

露
羅
韓
篭
鰻
ｒ

作曲をした

額賀さん3月7日の発表会を前に和地・大川先生の指導で新しい校歌の
練習をしている君田小の児童

ら
募
集
を
し
て
い
た
も
の
で
、
市
内
や

市
外
か
ら
九
名
の
応
募
者
が
あ
り
、
十

八
点
の
作
詞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

校
歌
の
審
査
は
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
慎
重
に
行
わ

れ
、
作
詞
は
、
日
立
市
立
滑
川
小
学
校

教
頭
田
山
力
松
さ
ん
に
き
ま
り
ま
し
た
。

作
曲
は
、
も
と
日
立
市
立
久
慈
中
学

校
長
の
額
賀
松
吉
さ
ん
で
す
。

略
歴
昭
一
四
・
三
茨
城
師
範
学

校
を
卒
業
し
、
教
職
生
活
四
○
年
、

久
慈
中
学
校
長
を
最
後
に
退
職
す
る
。

主
な
作
品
松
丘
高
校
歌
、
幼
小
中
の

園
校
歌
、
茶
摘
乙
女
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
）

湯
の
岳
小
唄
（
レ
コ
ー
ド
）
他

作
曲
者
の
こ
と
ば
「
戦
時
中
、
｜
時

君
田
に
疎
開
し
た
私
は
、
往
時
を
し

の
び
、
君
田
小
の
子
ど
も
た
ち
が
、

明
る
く
元
気
に
成
長
す
る
こ
と
を

心
か
ら
願
い
、
作
曲
し
ま
し
た
。

統
合
さ
れ
た
上
・
下
君
田
の
小
学
校

は
、
上
君
田
小
学
校
が
古
く
、
明
治
六

年
六
月
一
日
に
学
制
発
布
に
よ
り
廃
寺

の
台
山
寺
に
開
設
し
、
寺
小
屋
式
の
授

業
が
始
ま
り
で
す
。

下
君
田
小
学
校
は
、
明
治
十
四
年
七

月
一
日
に
民
家
を
併
用
し
、
上
君
田
小

学
校
の
分
校
と
し
て
創
設
し
た
の
が
始

ま
り
で
、
明
治
三
十
年
一
月
に
、
も
と

の
下
君
田
清
名
平
に
分
校
舎
が
建
て
ら

古
い
歴
史
の

上
・
下
君
田
小
学
校

(4)
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ｊ
イ
払
吉
力
松
山
覆
宙
額 罵

露
峠

之

「
上
君
田
小
に
は
校
歌
が
な
い
だ
ろ

う
ｊ
と
言
わ
れ
、
み
ん
な
さ
び
し
い
思

い
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
ほ
く
た

ち
に
、
待
ち
に
待
っ
て
い
た
校
欣
が
出

来
ま
し
た
。
校
欣
を
作
っ
て
く
だ
き
っ

た
、
作
詞
、
作
曲
の
先
生
を
は
じ
め
、

学
校
の
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ほ
く
た
ち
は
、
新
し
い
校
歌
の
よ
う
に

た
く
ま
し
く
、
す
こ
や
か
な
子
供
に
な

り
ま
す
。
君
田
小
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
、 いだ

方丁 ア

あかるい君田小の新し

いシンボル

I

〈 丈 るひ

す き‐2すざのご庭"参一の か ウ” 一う っ す おおぎだ
ｰ

~、
Ⅱ■

臣

－

，か"や
ずな よ

の
は

ｒ
ど
か

土
込
か

り 子
に
く

争
江
の

旬
、
一う
わ
港

お
身
、

＊めの
【よ豆の＊

両､ ．fハ

臘…
た く き－し
すこや一か

匪
〈
lご

ー才

J糸をっを
もら さ ぞ

I P

あわ筵

ざしくよ
ろ
ぎ
．
学
び
毎
鰯
藍
罠
え

…
、
“
“
…
韓
韓
《
、
鞭
、
、
〉
》
、
、
、
、
齢

句
、
心

ち かう近
こ ご うぐ

f0雲
戸

君田小6年
思ろ 鈴木誠一〈

さびしかった貰乏
あのころ なに

子も
fl上 《

I ■ u I ■

ざlきうがと_フ こうノ

ハ

鉄
き
ん
三
隅
建
て
の
校
舎
に
な
っ
た
上
、

今
皮
は
校
欣
も
Ⅲ
来
る
と
い
う
話
を
聞

い
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
夢
に
ま
て
見
た
初

め
て
の
校
歌
．
君
田
小
に
ふ
さ
わ
し
い
、

か
つ
た
の
で
、
と
て
も
さ
び
し
か
っ
た

こ
の
校
歌
に
は
じ
な
い
よ
、
「

君
川
小
学
校
に
な
り
、
す
ば
ら
し
い

上
君
川
小
学
校
の
と
き
は
、
校
欣
が
な

に
な
、
ノ
た
い
と
田
心
い
よ
｛
９

）
け
ず

へ
）

i識蹄悪

い
（

爵 “鐸

苦
し
い

Ｕ
明
る
い

君田小6年

佐川ひとみさん

術

“
”
ゞ
輪
》
蟻
繊
恥
卒
佐

“ク

出軸

串

（

琳
叩
恥
叩

「
哲
也
ち
ゃ
ん
、
君
田
小
学
校
に
校

歌
が
出
来
た
ん
だ
よ
凶
と
、
妹
が
喜
び

を
か
く
し
き
れ
な
い
表
情
で
、
家
族
に

話
し
た
の
が
冬
休
み
間
近
い
日
で
し
た
。

私
の
母
校
上
君
田
小
学
校
に
は
、
校

校
て
い
る
う
ち
君
田
小
に
ふ
さ
わ
Ｌ

て
校
歌
を
教
え
て
い
た
だ

研
究
論
文
と
校
歌

現
在
の
君
旧
小
の
児
茄
数
は
、
一
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
七
十
七
満
で
、
今
ま
た
、
大
友
善
且
校
踵
ほ
か
全
数
員

年
卒
業
す
る
六
年
生
の
児
童
は
、
わ
ず
が
一
丸
と
な
っ
て
、
「
統
合
枝
の
毅
育
目

か
な
期
間
（
約
三
か
川
）
で
は
あ
り
ま
橡
の
設
定
と
川
一
〈
現
化
の
た
め
の
実
践
」

す
が
、
新
し
い
校
欣
を
稗
い
、
お
ぼ
え
と
腿
し
た
伽
文
の
州
究
を
進
め
、
み
ご

て
中
学
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
雌
か
ら
優
良
賞
を
受
け
る
な
ど
、
枝

教
頭
の
大
塚
側
弘
さ
ん
は
、
「
卜
．
散
と
今
わ
せ
二
重
の
喜
び
と
な
っ
て
い

下
君
田
小
学
校
は
、
古
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
児
童
が
卒
業
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
研
究
は
、
教
育
の
目
標
を
設
定

統
合
校
に
な
っ
て
新
し
い
校
欣
が
で
き
す
る
た
め
の
実
態
調
査
、
設
定
の
手
順
、

て
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
と
く
に
、
喜
具
現
化
の
方
策
、
そ
し
て
具
体
的
な
実

ん
で
い
る
の
は
、
も
と
の
上
君
田
小
学
朕
な
ど
、
統
合
校
の
研
究
の
実
践
を
ま

枝
の
児
童
で
し
ょ
う
。
校
歌
が
な
か
つ
と
め
た
論
文
で
す
“

謹
霊
蕊
蕊
毎
蕊
溌
漁
睡
溌
溌
母
溌
蕊
騨
壷

か
つ
こ
よ
く
、
明
る
い
校
歌
が
出
来
る
歌
が
な
か
っ
た
た
め
、
い
や
な
時
が
何

こ
と
を
願
っ
た
。
回
も
あ
り
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
三
日
、
先
生
か
ら
初
め
校
歌
を
口
ず
さ
む
と
、
明
る
い
君
田

心
初
め
校
歌
を
口
ず
さ
む
と
、
明
る
い
君
田

れ
ま
し
た
ｃ

歌を

たいせつに

歌
な
の
で
と
て
、
も
、
う
れ
し
イ
＼
な
つ
，
《

校
歌
が
な
か
っ
た

上
君
田
の
小
学
校

た
。
歌歌
っ
の
自
然
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
や
っ
と

」
い
よ
出
来
た
校
欧
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ろ
た
。
校
欣
の
完
成
は
、
君
田
小
の
新
し
い

２
ん
発
展
の
象
徴
と
も
い
え
ま
す
。
み
ん
な

中
く
で
協
力
し
、
校
湫
を
通
し
て
大
き
な
輪

鍔
型
を
広
げ
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
君
田

業
川
っ
子
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

た
そ
う
で
す
か
ら
：
．
：
．

昼
と
、
校
歌
が

で
き
た
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

のびのびと

よい子になって

校
歌
の
光
成
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

重
の
喜
び

、
）－

1噸
蕊霧

卒業生(君中3）

宇野京子さん

君
田
小
で
は
、
新
し
い
校
歌
の
発
表

会
を
前
に
、
全
児
童
が
、
和
地
節
先
生

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
大
川
博
子
先
生
の
指

揮
で
校
歌
合
哨
の
仲
習
を
し
て
い
ま
す
。

校
欣
の
披
ろ
う
発
表
会
は
、
三
月
七

日
に
君
田
中
と
君
田
小
の
間
に
建
設
さ

れ
て
い
る
新
し
い
体
育
館
（
二
月
末
に

は
完
成
）
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
発
表
会
に
は
、
君
田
中
生
徒

の
合
唱
や
高
萩
中
生
徒
の
吹
奏
楽
の
出

場
も
予
定
さ
れ
、
今
、
君
田
小
学
校
で

は
、
校
歌
の
練
習
や
被
ろ
う
発
表
会
の

準
備
に
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

塞
蕊
》
鍵
篝
篝
譲
》
蕊
鍵
》
鑑
識
騨
蕊
蕊

児
童
数
は
少
な
い
が
、
新
校
舎
、
新

体
育
館
、
広
々
と
し
た
運
動
場
で
、
懸

命
に
が
ん
ば
っ
て
、
校
歌
の
よ
う
に
素

晴
ら
し
い
子
供
に
な
る
こ
と
を
希
望
し

士
ナ
、
才
ｙ
ｏ

ま
す
。今
に
も
、
七
十
七
名
の
元
気
な
歌
声

が
、
大
空
か
ら
聞
え
て
く
る
よ
う
な
気

か
し
ま
す
。
君
田
の
す
ば
ら
し
い
自
然

と
、
め
ざ
す
目
標
が
よ
く
わ
か
る
と
て

も
よ
い
校
歌
で
す
。

み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
、
こ
の
校
歌

の
よ
う
に
、
の
び
の
び
と
心
や
さ
し
く

健
や
か
に
成
長
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

羊
ｑ
ノ
。

３
月
７
日
に

校
歌
の
発
表
会

(5)
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新春マラソン大会

400人全員が完走
さ
る
１
月
ｎ
日
、
第
６
回
新
春
高
萩

市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
約
４
０

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
、
体
育

館
前
ゴ
ー
ル
と
す
る
５
キ
ロ
、
ｍ
キ
ロ

と
新
ら
た
に
Ⅳ
キ
ロ
の
親
子
の
部
が
加

わ
り
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

車
イ
ス
で
十
王
町
の
鈴
木
昭
一
さ
ん

や
体
の
不
自
由
な
大
山
毅
さ
ん
も
５
キ

ロ
の
部
に
参
加
。
見
物
客
か
ら
声
援
を

十王町の鈴木さんは車イスで参加

《
一
一

鈴木さんと大山さん

受
け
み
ご
と
完
走
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅲ
キ
ロ
ー
【
高
校
】
①
安
嶋
政
吉
②
宮

島
昭
司
③
市
毛
竜
一
而
歳
以
下
】
①

小
野
正
人
②
鈴
木
宏
美
③
小
沼
博
而

歳
以
下
】
①
長
岐
治
雄
②
板
垣
正
義
③

津
谷
順
三
５
キ
ロ
【
中
学
男
子
】

①
大
森
裕
次
②
三
代
和
彦
③
鈴
木
義
広

【
中
学
・
高
校
女
子
】
①
神
長
妙
子
②

伊
佐
次
清
美
③
豊
田
佳
代
己
般
女
子
】

①
藤
田
蝶
子
②
坂
本
み
か
子
③
細
貝
芙

沙
子
【
卵
歳
以
下
】
①
大
越
要
三
②
羽

田
哲
夫
③
佐
藤
達
夫
訂
歳
以
上
】
①

増
井
勝
信
②
赤
津
賀
己
③
白
石
慎
蔵

７
キ
ロ
－
【
親
子
】
①
金
成
勝
明
・
秀

敏
②
和
知
童
・
英
明
③
佐
藤
国
夫
・
匡

ー

一
出
初
め
式

団
員
畑
名
が
参
列

恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
、
１
月
ｕ

日
市
役
所
前
通
り
で
、
消
防
分
団
員
約

４
０
０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
午
前
８
時
鋤
分
か
ら
式
典

が
始
ま
り
、
市
長
観
閲
の
あ
と
第
二
、

第
六
分
団
に
配
置
さ
れ
た
新
車
披
ろ
う

の
あ
と
、
同
分
団
の
代
表
演
技
も
あ
り

日
ご
ろ
の
訓
練
を
披
ろ
う
し
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
消
防
に
功
労
さ
れ
た
方

や
、
分
団
を
退
団
さ
れ
た
方
な
ど
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
皿
時
訓
分
す
ぎ
式
典
の
あ
と
、

各
分
団
が
消
防
自
動
車
に
乗
り
市
内
を

行
進
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
．

今
年
も
多
か
っ
た

晴
れ
着
姿
の
成
人
式

１
月
妬
日
に
第
”
回
成
人
式
が
、
市

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
午
前
加
時
か
ら
ｎ
時
ま
で

行
わ
れ
、
男
１
３
８
、
女
１
５
２
名
の

計
２
９
０
名
が
出
席
。
市
長
や
来
賓
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
成
人
者
を
代
表
し
て

小
林
文
仁
さ
ん
Ｉ
駒
木
原
Ｉ
が
答
辞
を

の
べ
、
最
後
に
市
民
の
歌
を
合
唱
し
て

式
典
を
終
わ
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
あ
い
か
わ
ら
ず
晴
れ
着
姿

が
め
だ
っ
た
成
人
式
で
し
た
が
、
午
後

１
時
訓
分
か
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
を
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

成
人
式
に
出
席
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

〃
成
人
ブ
ッ
ク
〃
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。

ー

鍵

１
月
Ⅳ
日
と
塑
日
の
２
日
間
、
高
萩

ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
ス
ケ
ー
ト
場
で
、
ス

ケ
ー
ト
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
親
子
な
ど
１
２
０

名
で
初
級
、
中
級
、
上
級
に
別
か
れ
、

熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

「
初
め
て
ス
ケ
ー
ト
靴
を
は
き
ま
し

た
け
ど
、
足
が
つ
か
れ
ま
す
ね
。
こ
ろ

ん
じ
ゃ
っ
た
け
ど
、
終
り
ご
ろ
は
な
ん
と

か
滑
れ
た
み
た
い
酉
と
初
め
て
ス
ケ
ー

ト
を
し
た
主
婦
Ａ
さ
ん
は
感
想
を
一
言

な
か
に
は
、
上
達
が
早
い
チ
ビ
ッ
子

が
ス
イ
ス
イ
滑
く
る
姿
も
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
初
心
者
が
多
く
、
こ
ろ
ん
だ
り

す
る
光
景
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

な
ん
と
か

す
べ
り
ま
し
た

(6)

』


